高齢者のうつに対する社会的サポートの課題 by 本田 侑紀









た｡ ｢うつ｣ という言葉は気のふさぐことを示すが､ こ
























































喜びの喪失､ 食欲の障害､ 睡眠の障害､ 精神運動の障害















は ､ 主 要 な モ ノ ア ミ ン 分 解 酵 素 で あ る MAO
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い３月を ｢自殺対策強化月間｣ と定め､ 地方公共団体､
関係団体等とも連携して､ 重点的に広報啓発活動を展開
するとともに､ 関係施策を強力に推進することを広く呼
び掛けている26｡ また､ うつにおいても ｢睡眠｣ の問題









































































り ｢新予防給付｣ が創設され､ 当該給付において ｢運動
器の機能向上｣､ ｢栄養改善｣ 及び ｢口腔機能の向上｣ と
いったサービスが組み込まれている29｡ また､ 高齢者の
うつ病において危険を伴う疾病の一つとして低栄養 (Ｐ
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